























対象とした作品は､ 『新札往来』 (新札と略称) と
『尺素往来』 (尺素と略称) である｡ 制作年代がや
や早い 『新撰遊覚往来』 (遊覚往来と略称) と 『異
制庭訓往来』 (異制庭訓と略称) についても併せて



















Knowledge and skill of the samurai class in Koõrai
Satoko MIHO
キーワード：新札往来 SINSATSU-ÕRAI 尺素往来 SEKISO-ÕRAI







作者は一条兼良 (140281) と伝えるが､ 疑義も
多い｡ 内容は､ 『新札往来』 の大幅増補版とも言う
べき物であるが､ 筆者の見識による取捨選択が行わ
れた跡が見える｡ 特に､ 貴族文化の伝統色が強い年
頭の宮廷行事､ 鷹狩記事などの加筆､ また､ 浄土宗
関係記述の削除などが行われたと見られる｡
本往来については､ 現存する伝本の状況から推し











ある｡ 項目名は 『新札』 の記事を基にして私に設定


















Ｅ (弓と鞠の技術と知識) やＨ (年貢取立・訴訟裁
判等の為政の知識) が､ 正に武力を背景に世を治め
る武家に必須のものであることは容易に理解される
が､ Ｃ (お客のもてなしに必要な､ 料理・茶・各種
遊技についての知識と技能) やＦ (音楽・芸能につ



























あった｡ 『御成敗式目』 十八条は､ 親の子供への教
育責任を挙げている｡ 所領譲与権をもつ親は絶対的
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第50号(2012年)－ 44 －
優位に立っていた｡ 教育内容は､ 第一に ｢弓箭の道｣､












う説いている (第六条・八条)｡ さらに､ ｢多胡辰敬
家訓｣ (続群書32輯下 天文十三年1544ごろ) にな








想 上』 岩波 ､ 北条早雲14321519) でも､ ｢よき









一覧表 (表２) を次に掲げる｡ 『異制庭訓』 の配列
を基本として月毎の話題を挙げ､ 『遊覚往来』 に同
じ話題 (語句群) が有るかどうかを示したものであ








ものである｡ これらは全て､ 『新札』 『尺素』 にあっ
ては重要項目になっている｡
なお､ 此処に挙げた全項目の内､ ８月の小 (少)
陽殿八曲を除く全ての話題が､ 『新札』 『尺素』 にも
共通して存在し､ 時代の教養の在りどころを示して
いる｡ ｢小 (少) 陽殿八曲｣ については後述する｡











































12 仏事 (室礼/仏具) 12月仏事(荘厳/具足/)
２ 学習基本図書と書写








































集が挙げられる｡ 書名だけを挙げる 『新札』 に対し､
『尺素』 は撰者名全員と下命者とを併記する形を取っ
ている｡
その後に､ 『新札』 では 『新勅撰』 から 『新拾遺』























又近日勅撰事､ 其沙汰候｡ 然者､ 可
出微望於宗匠家候｡ 因､ 為歌道練









































ところで､ 『遊覚往来』 『異制庭訓』 にも勅撰集に
ついての記述があるが､ 八代集以降の部分が大きく
違っている｡ 検討のために該当部分を抄出した｡







いである｡ 『遊覚往来』 が挙げる５本は､ 新勅撰・




『異制庭訓』 が挙げる５本は､ 掲出順に､ 続古今・
続拾遺・続千載・続後撰・新続古今である｡ 制作年
代は前後し､ もはや選定理由の見当もつかないが､
一見博識に見える 『異制庭訓』 筆者が､ かかる過ち
を犯すのは何故であろうか｡
問題の三は､ 『拾遺集』 花山院親撰説についてで
ある｡ 早く定家が親撰説を唱えていて､ 『尺素』 も
｢拾遺者花山院御自撰｣ と断言する｡ これに対し､
｢花山院御時､ 一条摂政殿・長能・道済御撰｣ (遊覚





和漢の人々である｡ 本朝では､ 『尺素』 のみが､
嵯峨天皇・弘法大師､ 是に次ぐ光明皇后・道真の
名を記し､ 次いで､ 道風・佐理・行成の ｢三賢
(三跡ではない)｣､ さらに､ 文昌・保時・時文・




共通する｡ この後､ 書の世界を圏席したのは､ 行
能､ 定成､ 経朝ら権跡行成の流れであり､ 他流の
追随を許さなかったという｡ また､ 『尺素』 執筆









三保サト子：古往来から見た武家の教養 － 47 －
表４－１【遊覚：異制庭訓 八代集・十三代集】






























































所謂､ 往還梅枝鐵切｡ 飛鳥､ 枯木､ 落石､ 池入
(下略)
小松茂美氏の 『日本書流全史』 (講談社 昭和45





｢小湯殿 (遊覚往来) ・小陽殿 (異制庭訓)｣ (教
科書大系) と翻刻される該当箇所について､ 諸本の
状況は､ ｢少陽殿｣ ｢昭陽殿｣ ｢照陽殿｣ など多様で
あったが､ 正しくは ｢昭陽殿｣ とすべきものである｡
早くに実態が分からなくなっていたために誤写が生
じやすかったのであろう｡





























漢朝六義 (ｲ王羲之) 者､ 懸針､
垂露､ 返鵲､ 廻鸞､ 魚鱗､ 虎爪､




道風者､ 成十八形図｡ 所謂､ 鳥相､
蛇形､ 枯松､ 立獅子尾､ 垂露､ 下
藤上､ 雲出､ 雨足､ 雁飛之点｡ 仁
豆､ 龍走､ 木折点､ 高峯墜石､ 乱








原行成者､ 成十六形図｡ 所謂､ 往
還､ 梅枝､ 鐵切､ 飛鳥､ 枯草､ 落
石､ 池入江､ 牛尾草､ 生水流出､
青草､ 乱糸､ 下登上等｡ 小石散､
海岸､ 石平､ 巌立之点也｡
以斯為三師之図､ 号筆法之得伝｡




(新井栄蔵 『｢書｣ の秘伝』 平凡社 1994)｡ 持明院
家からまとめて伝えられた､ 世尊寺流・持明院流と
明示される入木道の伝授書である｡ ここに､ ｢世尊

































｢少生稽古の為｣ として 『新札』 が需めている書





き､ 新井氏は前掲 『｢書｣ の秘伝』 において 『実隆





も) せっせと書写するしかない｡ ｢菅家一流､ 殊以
読合之志候｣ (新札) とか､ ｢清・中両家之儒､ 伝師





































書竟後､ 以硯水洗筆､ 可指笠｡ 雖
多異曲､ 不可過之｡
『尺素』 の特色は､ 日本の作品 ｢本朝文粋・和漢
朗詠・新朗詠・風土記｣ 等を加え､ ｢一々訓受すべ
き｣ とするところ､ また､ 家職によって､ 専門分野
別に学ぶべき書目をそれぞれ挙げるところである｡
特に後者は､ 専門の家が確立した時代ならではの配
慮と言えよう｡ なお､ ここに 『風土記』 が含まれる
ことには幾分違和感を覚える｡
韻書について ｢近来､ 以毛晃之韻､ 為字之本歟｣
(新札) とあり､ 素眼の頃 『毛晃之韻』 が流行した
ようであるが､ 『異制庭訓』 も ｢玉篇・広韻・毛晃｣
を挙げていて､ 成立の近さを思わせられる｡ また､





























先全経者､ 周易､ 尚書､ 毛詞､
周礼､ 儀礼､ 礼記､ 春秋､ 論語､
孝経､ 孟子､ 爾雅也｡
此外､ 老子､ 荘子､ 荀子､ 楊













































































三保サト子：古往来から見た武家の教養 － 51 －































































































































項目 新札往来 尺素往来 遊覚往来 異制庭訓
学習

医薬・祈祷他
①新渡の薬種
②和薬
③病と薬・温泉等の効能
④卜占・加持祈祷など
○
○
○温泉
▲ (天変地異と祈祷)
×
×
×
○５月
治世 施政の心得
①訴訟・裁判
②検断
③年貢取立
④地頭の心得
⑤奉公と知行安堵
⑥除目
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
神事・
仏事
①神社
②寺院
③東寺潅頂式
④浄土宗
⑤禅律宗
○日吉・祇園､ 二十二社
○四箇大寺
×
○八宗＋法華宗非難
○
×
×
×
×
○
×
×
×
×
○11月
補充
語群
×
×
×
×
＊ (接待の項に対応)
書信末慣用句
①前栽 (花木名)
②山水立石
室内荘厳
③器財
④禅禄
⑤僧具
⑥掛絵
⑦屏風・障子
⑧絵の具
仏事
⑨請僧
⑩粥・点心・茶の子・茶・
午斎・菓子・布施物
⑪叢林僧の堕落
⑫荼毘の儀式・忌日
⑬律寺
○
×
×
○
○
×
○
○
○
×
◯
○
×
×
×
◯
×
×
○
○
×
○
○
○
×
○
○
×
×
×
○
